
平成 27年 8月 1日3 さいじょう市議会だより

名
誉
市
民
に
！

伊
藤
宏
太
郎
前
西
条
市
長

名
誉
市
民
に
つ
い
て
は
、

条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
旧
団
体
で
10
名
の
か
た
が

た
に
そ
の
称
号
が
贈
ら
れ
て
い
る

が
、
新
市
発
足
後
10
年
が
経
過
す

る
中
、
平
成
27
年
２
月
に
急
逝
さ

れ
た
伊
藤
宏
太
郎
前
西
条
市
長
こ

そ
名
誉
市
民
に
ふ
さ
わ
し
い
か
た

で
あ
る
と
考
え
る
。

　

同
氏
は
、
５
期
17
年
に
わ
た
り
、

健
全
な
財
政
運
営
を
市
政
の
柱
に

据
え
、
そ
の
一
方
で
産
業
の
振
興

に
心
血
を
注
ぎ
、
本
市
を
四
国
屈

指
の
工
業
都
市
と
し
て
の
名
を
高

め
る
な
ど
、
市
政
の
発
展
は
も
と

よ
り
、
地
方
自
治
の
進
展
に
多
大

な
功
績
を
残
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
万
人
が
認
め
る

功
績
に
対
し
、
名
誉
市
民
の
称
号

を
贈
り
、
顕
彰
し
て
い
く
べ
き
で

は
な
い
か
。

名
誉
市
民
の
称
号
を
贈
る

条
件
は
、
西
条
市
名
誉
市

民
条
例
第
１
条
の
目
的
及
び
第
２

条
の
称
号
を
贈
る
条
件
に
規
定
し

て
い
る
が
、
具
体
的
な
基
準
に
つ

い
て
の
定
め
は
な
く
、
他
の
自
治

体
の
同
種
の
条
例
も
、
同
様
の
表

現
と
な
っ
て
い
る
。

　

条
例
第
３
条
で
は
、「
名
誉
市

民
は
、
市
長
が
市
議
会
の
同
意
を

得
て
選
定
す
る
」
と
あ
る
が
、
名

誉
市
民
は
、
本
市
の
最
高
の
称
号

で
あ
り
、
市
民
が
郷
土
の
誇
り
と

し
て
、
ひ
と
し
く
尊
敬
す
る
者
と

し
て
、
市
民
が
認
め
る
か
た
で
あ

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、

画
一
的
な
基
準
は
設
け
て
お
ら
ず
、

市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
意
見
な
ど

も
参
考
に
し
な
が
ら
、
個
別
に
判

断
し
、
議
会
に
お
諮
り
す
る
こ
と

に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

故
伊
藤
前
市
長
は
、
合
併
前
・

合
併
後
の
西
条
市
長
と
し
て
、
５

期
17
年
の
永
き
に
わ
た
り
市
の
発

展
に
尽
力
さ
れ
た
。
特
に
、
産
業

基
盤
の
構
築
や
地
域
防
災
力
の
強

化
、
農
業
の
総
合
６
次
産
業
化
の

提
唱
な
ど
、
市
政
各
般
に
わ
た
り

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
、
今
日
の
本

市
の
礎
を
築
か
れ
た
。
こ
の
こ
と

は
、
名
誉
市
民
の
称
号
に
ふ
さ
わ

し
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

今
後
、
遺
族
の
意
向
も
伺
い
な
が

ら
、
市
民
を
は
じ
め
、
各
界
各
層

の
か
た
が
た
の
思
い
に
応
え
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
対
応
し
て
い
き

た
い
。

　

な
お
、
現
在
本
市
で
名
誉
市
民

の
称
号
を
贈
呈
し
て
い
る
10
名
の

か
た
が
た
に
対
す
る
顕
彰
は
、
条

例
第
４
条
に
、「
名
誉
市
民
の
事

積
は
、
こ
れ
を
公
表
し
て
顕
彰
す

る
」
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
功
績

を
た
た
え
、
今
後
も
引
き
続
き

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
統
計
手
帳
、
市

の
刊
行
物
な
ど
に
掲
載
し
、
広
く

市
民
の
敬
愛
の
対
象
と
し
て
顕
彰

し
て
い
き
た
い
。

ど
う
取
り
組
む
！

市
内
の
空
き
家
対
策

平
成
27
年
５
月
26
日
に
全

面
施
行
さ
れ
た
空
家
等
対

策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法

は
、
倒
壊
な
ど
の
危
険
性
の
高
い

空
き
家
に
対
し
て
、
所
有
者
へ
の

撤
去
・
修
繕
命
令
や
強
制
撤
去
な

ど
の
権
限
を
規
定
し
た
も
の
で
あ

り
、
自
治
体
が
空
き
家
状
況
を
改

善
す
る
足
が
か
り
に
な
る
も
の
と

考
え
る
。

　

今
後
、
特
別
措
置
法
に
基
づ
く

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
、
市
と
し

て
は
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
。

全
国
的
に
適
切
な
管
理
が

行
わ
れ
て
い
な
い
空
き
家

な
ど
が
社
会
的
な
問
題
と
な
っ
て

い
る
こ
と
を
受
け
、
平
成
27
年
５

月
26
日
に
空
家
等
対
策
の
推
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
が
全
面
施
行

さ
れ
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
空
き
家
な
ど
へ

の
立
入
調
査
や
空
き
家
の
所
有
者

な
ど
を
把
握
す
る
た
め
に
固
定
資

産
税
情
報
の
内
部
利
用
が
可
能
と

な
っ
た
。
ま
た
、
特
定
空
き
家
な

ど
に
対
し
て
は
、
除
却
、
修
繕
、

立
木
竹
の
伐
採
な
ど
の
助
言
又
は

指
導
、
勧
告
、
命
令
が
可
能
と
な

り
、
行
政
代
執
行
に
よ
り
強
制
執

行
も
可
能
と
な
っ
た
。

　

更
に
、
地
方
税
法
の
改
正
に
よ

り
、
勧
告
が
な
さ
れ
た
特
定
空
き

家
な
ど
の
敷
地
に
係
る
住
宅
用
地

に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
課
税
標

準
の
特
例
が
適
用
さ
れ
な
く
な
る

た
め
、
固
定
資
産
税
の
減
額
の
対

象
か
ら
除
外
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　

本
市
の
空
き
家
対
策
に
関
す
る

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
は
、

建
築
基
準
法
に
規
定
す
る
保
安
上

著
し
く
危
険
な
建
築
物
を
は
じ
め
、

維
持
保
全
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
行
わ

れ
て
い
な
い
老
朽
危
険
家
屋
の
調

査
や
相
談
、
指
導
を
行
い
な
が
ら
、

平
成
27
年
度
に
は
、
空
き
家
全
体

の
実
態
調
査
や
老
朽
危
険
家
屋
な

ど
の
所
有
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
他
市
の
制
度
を
参
考
に
し

な
が
ら
、
平
成
28
年
度
か
ら
の
老

朽
危
険
空
家
等
除
却
事
業
補
助
制

度
の
創
設
・
運
用
に
向
け
て
準
備

を
進
め
る
と
と
も
に
、
平
成
28
年

度
末
ま
で
に
特
定
空
き
家
の
調
査

を
実
施
し
、
平
成
29
年
度
当
初
に

は
、
空
家
等
対
策
計
画
を
公
表
す

る
予
定
と
し
て
い
る
。
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名誉市民のレリーフ像（こどもの国）
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問


